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見てわかる、見て感じる図録を作る。
骨ものがたり展では、歴史や文化財について詳しく知らない人へも「わかりやすく伝える」という手法に徹
底的にこだわって展覧会作りを進めました 。図録では、環境考古学研究室の仕事を言葉で説明するので
はなく、読んだ人が「ぱっと見て、感じ、理解する」というわかりやすさを大切にし、写真や図面などの
グラフィックを中心に「パラパラ見るだけでも楽しい、写真集のような図録」を目指しました。ただの展示
の追体験や記録だけにとどまらず、図録ならではの情報の伝え方を模索しながら制作を進めました。 
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一見、骨の分析と発掘調査現場はあまり関係ないように見えますが、環境考古学研究室の調査研究で扱う骨はすべ
て発掘調査で出土したものなのです。そこで、「環境考古学研究室の調査研究の始まりは発掘調査であること」を
感じてもらえたらと考え、表紙に発掘調査の写真を使いました。

― すべての始まりは発掘調査から。

図録のカバーに使ったのは、2017年の平城
宮東院地区の発掘調査の作業風景と、環
境考古学研究室の外で標本制作に使う鍋
などを干している風景を撮影した写真です。
この2枚の写真は、現場の「素」の部分が
出ていて、私自身も一緒に撮影をした飯田
さんもとても好きな写真でした。研究室と
発掘調査現場の関係性も表紙で表現でき
る気がして、良いなと思えました。  【小沼】

カバーには、「写真を使う案」と「シンプルな骨のシルエットを入
れる案」の2案を考えました。しかし、カバーにも写真を使うこと
で「何か物語が始まりそうな気配」や「ドラマチックな雰囲気」が
あるのではないかと考え、写真で進めたいと思っていました。
表紙の発掘現場の写真は「ものがたり」の始まりとしてふさわし
いと感じ、 ならば最後の裏表紙はと考えた時、この研究所の裏口
（勝手な思い込み）の写真には、今日も一日の研究や作業を終え
た研究員の姿（人の気配）が感じられ、最初と最後が一本の線で
繋がったようにぴったりな気がしました。 【大溝】

初めて研究所を訪れたとき、研究員の必
需品、誰もが大事に愛用している「野帳」
と呼ばれるメモノートの存在を知り、こ
の図録も「野帳」のように、 いつでもパラ
パラ開いて見ながら、愛読してもらえるよ
うなカジュアルでコンパクトなものが良い
なと思いました。 ただ、写真を中心にした
構成でと考えると、あまり小さすぎるのも
効果的ではないので A5 サイズに決めまし
た。また、既に撮影された写真などを見な
がら、横位置にすることで写真もワイドか
つ、よりダイナミックに見せることができる
ことから A5 横位置にしました。  【大溝】

【判型について】

【カバー写真について】
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多くの人が興味を持ち、 
理解しやすいかたちに変換する。
調査研究の内容や成果などの学術的な情報は、どうしても専門的で難しい内容になってしまいがちなため、
一般の人にも興味を持てるようなかたちで伝えること、
詳細な研究内容などは情報を整理して、理解しやすくすることを意識しました。

環境考古学研究室での調査研究について紹介する前に、環境考古学研究室とは一体どんな
場所なのかを伝える必要がありました。文章で淡々と紹介するのではなく、研究室について
のイメージが膨らむような伝え方はないか検討した結果、研究室にまつわる印象的な「数字」
と、誰もが気になりそうな「素朴な疑問 」に研究員が答えるかたちで紹介することにしました。

― 数字で研究室の概要を伝える。
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環境考古学研究室でおこなっている調査研究の重要なポイントを6 つに整理し、研究成果に至るまでの過程を紹介
しました。 これは展示構成と同様の流れになっています。各過程は「キーワード」→「作業・研究の具体的な内容」
→「詳細な説明」というように、ページをめくるごとに深い内容ヘ一本の線で導いていくようなイメージで、誰にでも
理解しやすい構成を意識しました。 

― 調査研究過程を一本の線で導く。

遺跡から出土した骨について、1本の線をたどるように歴史を解明していくイメージ
から、ページを横断するように1本の直線を入れました。【大溝】
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研究員の手書き資料や調査道具は、多くの人にとって普段はあまり目にする機会がないものです。骨ものがたり展で
は、研究員が発掘調査現場で書いたメモや使っている道具を、できるだけ多く公開することで、研究の臨場感や最
前線のようすを感じられるようにしました。

― 現場の臨場感を届ける。
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 1
mon

・埋文センター会議 
・室長会議 
 

2
tue

・研修の準備
・講義の準備
・研修資料の印刷 

 3
wed

◇ 研修「低湿地遺跡調査課程」
・開校式→山﨑「調査概説Ⅰ」→西田さ
 ん「調査事例」

 4
thu

◇ 研修「低湿地遺跡調査課程」
・山﨑「調査概説Ⅱ」→井上さん・佐々
 木さん「調査事例」
・講師のお弁当確認
・配布資料の確認
・研修風景撮影（飯田さん、小沼さん）
・夜：経験交流会

5
fri

◇ 研修「低湿地遺跡調査課程」
・浦さん「木質遺物」→閉校式
・午後：研修の片づけ
・18時10分：歯医者

 6
sat

7
sun

・ポニーの撮影（うだ・アニマルパーク）

8
mon

・図録原稿の修正
・展示図録の原稿締切 9

tue

・イノシシ標本の整理相談
・研究室の粗大ゴミを出すこと
・19時までに：学童保育迎え

10
wed

・10時：標本調査対応
・1 1時 30分：展示・講演の打ち合わせ
   （松阪市文化財センター）
・19時までに：学童保育迎え

 11
thu

12
fri

・午前：発掘現場（藤原 198次）
・午後：分析資料の受け取り（藤原考 
 古第 1）
・1 1時：標本調査対応→現場対応で、 
  松崎君にお願い
・依頼原稿の初校返却締切
・1 7時 40分：歯医者

13
sat

・論文執筆 14
sun

・午前：論文の執筆
・研究発表の題目・要旨締切（貝塚研） 

15
mon

・院生の発表内容チェック（山田君）
・書籍初校ゲラの受け取り
・講演の題目締切（東京医療保健大学）

 16
tue

・出張：研究打ち合わせ（金沢大学） 17
wed

・出張：研究打ち合わせ（金沢大学）
・夜：埋文センター飲み会 18

thu

・出張：ウニ標本の調査（大阪市立自 
 然史博物館）
・19時までに：学童保育迎え

19
fri

・院生の発表内容チェック（松崎君・山 
 田君）
・論文査読

20
sat ・書籍原稿の校正

21
sun

・書籍原稿の校正
・展示図録の校正原稿提出

22
mon ・10時：消防訓練

・分析資料の受け取り（平城考古第 1）
・院生の研究発表練習（山田君）
・展示関連の相談対応 

23
tue

・10時：出土骨の相談対応
・1 1時：寄贈標本の受け取り
・14時：京都大学修士論文中間発表会
・19時までに：学童保育迎え

24
wed

・出張：科研実験打ち合わせ（東京医 
 療保健大学） 25

thu

・夜：院生の研究発表練習（松崎君） 26
fri

・夜：院生の研究発表練習（松崎君）
・19時までに：学童保育迎え 27

sat

・午前：映画プリキュア
・午後：正倉院文書研究会
・夜：貝塚研300回記念懇親会

28
sun

・午後：講演準備

29
mon

・9時 30分：分析打ち合わせ（群馬県
 埋蔵文化財調査事業団）
・レプリカ製作の打ち合わせ
・埋文センター会議の案内出す

30
tue

・飛鳥資料館の展示打ち合わせ
・埋文ニュースの原稿案作成
・研究打ち合わせ資料の作成

 31
wed

・出張：研究打ち合わせ（東京大学）
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M
onthly Schedule

研
究
員
の
1
ヶ
月 ※スケジュールに出てくる人の名前は、

奈良文化財研究所のスタッフや研修の講師です。

翌月のウマに関する講演用に、
子供を連れてポニーの撮影に
行きましたが、いい写真は撮
れませんでした。

土日は１人のまとまった時間が
取れるので、個人研究をしてい
ることが多いです。

子供と映画へ行くのは、父親の
役割になっています（笑）。

研修では、自分が担当する講義以外にも、研修全体の司会進行を
務めたり、研修生のフォローをおこなったりしています。研修期間は、
基本的には研修以外の仕事はせず、研修に専念しています。

研究室に必要な標本が無い場合は、自
然史系博物館や大学に所蔵されている
標本の調査へ行くことがあります。

古代史や栄養学、衛生学などの
先生方と、古代食の復元に関す
る共同研究をしています。

大学院との連携教育も業務のひとつで
す。この月末、院生 2名が研究成果を
発表することになっていたので、空いた
時間に1時間程度、指導をしました。

入手困難な標本は、レプリカを
製作することもあります。

この月のように、研修や原稿の執筆が重
なったときには、空いた時間で出土資料
の分析をしています。分析や報告書の締
切は年末や年度末になることが多いので、
その頃になると分析・報告書執筆中心の
スケジュールになります。

研究員の日常のリアルなスケジュールを見せることで、研究への興味も増すのではないかと考えました。1日のスケ
ジュールだけだと、その日によっておこなう作業や仕事内容が大きく異なるため、1ヶ月のスケジュールを掲載しまし
た。また、研究員を身近に感じてもらいたいという狙いから、あえてプライベートな予定も入れました。

― 等身大の研究員の姿を知ってもらう。

研究員やスタッフの声からは、日々の調査や作業に携わっている人だから
こそわかる研究のおもしろさや苦労が感じられます。調査研究の本筋では
ありませんが、その舞台裏のようすを伝えるため、研究室で働いている人
ならではの裏話を掲載しました。

― 働いているからこそわかること。
研究のため、個人的にも標本を作ることがあり
ます。魚の標本が欲しい場合には、煮魚がおす
すめです。焼き魚だと、骨が焦げてきれいに標
本にできないことがあるのですが、煮魚だと身
も骨から取りやすいので、きれいな標本が作れ
ます。【松崎アソシエイトフェロー】

仕事柄、生きている動物よりも、標本
にするための動物の死体や標本となっ
た骨の方が身近です。骨格標本でしか
見たことのない魚を水族館で見ると、
「こんな動き方で泳ぐんだ」とじっくり
見てしまいます。【山﨑研究員】

もう慣れましたが、環境考古学研究室
の匂い（＝標本の匂い）は、特に湿気
の高い日には強くなることがあります。
【研究室スタッフ】

標本として欲しい魚などは、スーパ
ーマーケットで手に入れることもあ
ります。欲しい種類の魚がいつ店
頭に並ぶかわからないので、日々
のチェックを欠かさないようにして
います。【研究室スタッフ】

小さな貝の破片や骨などを数える
作業は、1日中ずっと続くことも
あります。そうすると、夜寝ると
きに貝や骨の残像が見えることが
よくあります。【研究室スタッフ】
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組写真で見せる
作業過程の手元や資料の細部を撮影
した写真は、1枚で調査研究のすべて
を伝えることは難しいため、複数の写
真を組み合わせて解説を入れること
で、研究の詳細や作業している人の見
ている風景が伝わるようにしました。

研究室の業務や調査成果などの専門的な情報をわかりやすく伝えるために、適切な写真や図面を補うように心がけ、
歴史や文化財の研究についてあまり知識のない人でも理解しやすい構成にしました。

― グラフィックでわかりやすく。

ムラサキインコは一般にはあまり知名度が高くないため、現生標本の写真も一緒に掲載しました。

標本の整理作業

骨の同定作業

掲載している骨が何の動物のどこの部分なのか、また傷はどこにあるのかをわかりやすくするため、動物のシルエットや矢印で図示しました。

全体写真と部分拡大写真をつけることで、注目するポイントを際立たせるなどの工夫もしました。

81
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「Process 5 考察する」では、骨の調査成果を文献などと照らし合わせて
歴史を読み解くときに、研究員が何をどのようなステップで考えている
のかを研究過程に沿って紹介しました。
出土資料の観察から見えたことや、明らかになった歴史像などアカデ
ミックな内容についてわかりやすく伝えるため、マダイの骨は体のどの部
分のものなのか、傷はどのようについているのかを図示したり、作業のイ
メージが掴めるように、できる限り関連する写真で情報を補いました。

― 研究員の頭の中をのぞく。

図録（専門的な情報を多くの人が理解しやすいように整理したもの）

『文化財論叢Ⅳ―奈良文化財研究所
創立 60周年記念論文集―』

（研究員など専門家向けの資料）

図録の編集作業では、デザイナーの大溝さんが、
論文や発掘調査報告書に掲載した図や写真をわ
かりやすく、おもしろいデザインに変えてくださっ
たことがとても印象に残っています。私たちが普
段おこなうような学会発表や論文では、資料や
データをきちんと伝えるという部分が何よりも重
要になります。そのため、研究者ではない一般の
方々へ向けた講演や展示・図録でも「ちゃんと伝
えよう」という意識が強すぎてしまい、「資料はき
ちんと並べる」、「魚の図は全身がみえるように」
など固定観念に捉われ過ぎていたかもしれない
と感じました。そして、専門的な研究成果にデザ
インなどの力でわかりやすさがプラスされてこそ、
多くの人が理解しやすい情報を届けることができ
るのだと実感しました。【山﨑】
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発掘調査報告書は、その専門性の高さから多くの人は読む機会がなく、どんな情報が掲載されているものなのかさ
え知られていないと考えられました。そこで、「記録する」のパートでは、まず発掘調査報告書にはどのような情報を
掲載するのかという基本的な内容の紹介をしました。
また、Process1～5までの過程でおこなった作業が、報告書のどのような部分で、どういうかたちになっているのかを
示すことで、環境考古学研究室でおこなった調査研究を最終的にどのように社会へ発信しているのかを知ってもら
おうと試みました。

― 研究過程と研究成果をつなぐ。

⼤きく成⻑する前に漁獲している
影響が⼤きいです。

「解体痕跡＝刃物の跡」です。⾁
をとる以外の痕跡（⽪、脳、⽑、
⽻）もあり得るので、「解体痕跡
＝⾁」ではないです。
今のケンタッキーフライドチキン
にも、痕跡は残っています。

もともとくっついています

ワシの紀要報告コメント参考

ワシの紀要報告コメント参考
発掘調査中に、現場で⼟の中から
⾒つかったものです。

現場担当の森川さん提供
（⾶⿃藤原182次）
データベースにあると思います。

そうです！
※資料あり

そうです。⽊簡や延喜式では、ウ
ニや⾙が運ばれてきたことがわ
かっても、どのような状態なのか
（殻付きとか）わからないことが
多いです。
※参考資料あり

⾊々な専⾨家がいて、多様なアプ
ローチができるところが奈⽂研の
⻑所だと思います。
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図録で取り上げる候補の研究成果につ
いては、まず私自身が研究内容を理解
するために、山﨑さんの執筆した論文
や報告書などを読み、わからないところ
や気になった部分などを確認する作業
を繰り返しました。この作業のなかで、
一般の人へわかりやすく伝えるためには
どれくらい噛み砕いて説明するべきなの
か、また興味を持ってもらえるポイント
はどこなのかという部分が明確になって
いきました。【小沼】

専門的な情報を伝えるうえで、わかりやすくしたためにアカデミックレベルの質が下がるということにならないように気
をつけました。骨以外の資料と照らし合わせながら歴史について検討する内容が出てくる「Process5 考察する」では、飛
鳥資料館学芸室と環境考古学研究室だけでなく、史料研究室など、各分野の研究員にも意見を聞きながら進めました。

― アカデミックレベルの質は下げない。
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展覧会全体を通して、環境考古学研究室の仕事や調査研究成果をわかりやすく伝えるうえで、写真によっ
て視覚的に情報を伝えることを非常に大切にしました。使用する写真もただ枚数を増やせば良いというこ
とではなく、伝えたい内容や撮影対象ごとに効果的な撮影方法や構図などを検討し、言葉だけでは伝わ
りにくい研究員の熱意や研究室のリアルな雰囲気も感じられる写真になるように意識して撮影しました。 
研究室の雰囲気を切り取った写真、作業の紹介に必要な写真、わかりにくい情報を補足するための写真
など、何度も何度も環境考古学研究室に撮影に行きました。最終的に、骨ものがたり展関連で撮影した
写真は6,59 1枚になりました。

「文字情報ではなく写真でわかりやすく伝える」「調査研究や研究員を魅力的に見せたい」という思いを
写真としてかたちにするのは思っていたよりも難しく、納得がいく写真を撮れるまで試行錯誤を繰り返し
ました。撮った写真がイメージしていたものと違ったときには、後日再撮影をしたこともありましたが、こ
こまで写真にこだわった展覧会作りができたのは、研究所に写真を専門に扱う写真室という部署があっ
たこと、機材やスタジオなどの環境が充実していたこと、そして最初から最後まで、私がイメージする写
真をかたちにしようと何度も何度も撮影をしてくれた飯田さんの存在が本当に大きかったです。【小沼】

写真の力で語る。
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研究員や研究室のスタッフにとっては当たり前の日常も、多くの人にとっては新鮮でおもしろいと感じるものがたくさ
んあります。そこで、普段は公開されていない環境考古学研究室のユニークな風景をできる限り掲載しました。 

研究員やスタッフが何を見て、どんな表情で仕事をしているのか…それを
写真に切り取ることで、研究に対する熱意などを伝えたいと考えました。

― 研究室の日常を写す。

― 働いている人の目線を意識する。

何を撮るのか？ 図録を見た人が、まるで研究室をのぞいているような感覚で楽し
めるように、「人」と「場所」にこだわって撮影をおこないました。
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― 道具から、研究員の個性や仕事の雰囲気を伝える。― 働いている人しか知らない風景を届ける。
調査研究に必要な道具類は、特に研究室の個性が出るポイントであると考え、各過程
の調査や作業で使用する代表的な道具を紹介しました。

巻頭には、研究室で働くスタッフが毎日見ている朝の風景を使いました。まだ誰も出勤していない研究室の朝の写
真を導入部に使うことで、これから仕事（ものがたり）が始まる雰囲気を演出しました。

道具を並べた写真は、飯田さん
も私も「かわいい」と感じたので、
当初から図録に絶対に載せたい
と思っていました。
また、この写真を通して「研究
員ってこんな道具を使っているん
だ！」と、仕事内容にも興味を持
つきっかけにつながればという狙
いもありました。【小沼】

この写真は、朝の7：00頃に研究室で撮影し
ました。朝日の昇るスピードが想像以上に速
く、良いと思ったポイントでもどんどん光の
当たり具合が変化してしまうため、かなり焦
りながら撮影したのを覚えています。
また、撮影したデータの調整作業では、研
究室の窓から入る木漏れ日の柔らかさや、薄
暗い部屋の雰囲気を消さないように注意しま
した。【飯田】
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どう撮るのか？
写真が雄弁に語るためにはどうしたらよいか、その撮影方法も固定概念にとらわれることなく、試行錯誤
しながら 1 カット 1 カット、こだわって撮影していきました。 

作業風景の撮影では、私が撮影したい
写真の完成イメージや、写真から何を伝
えたいのかという部分については、事前
に飯田さんと共有するように心がけまし
た。そして、撮影方法や構図の細かい部
分などは、撮影現場の状況に応じて飯
田さんと2人で相談しながら写真の完成
度を高めてくようにしました。【小沼】

骨ものがたり展で使う写真は、「資料はスタジオ
で撮影する」などの文化財写真の撮影方法に捉
われず、撮影する対象や伝えたいメッセージに合
わせて最適な方法を小沼さんと模索して決めて
いきました。
骨ものがたり展では、撮影だけでなく最初の打ち
合わせから企画に参加しました。このようなかた
ちで展覧会作りに参加したことは今までなかった
ので新鮮でしたが、撮影以外の部分も企画メン
バーと一緒に検討をすることで、展覧会の全体
像を把握できました。その結果、小沼さんが欲し
いと思っている写真のイメージに共感しながら撮
影を進めていくことができました。【飯田】

骨ものがたり展に関わる写真の撮影では、今までとは違う角度から研究室の魅力を引き出したいと考え、通常のス
タジオでの資料撮影や作業現場でのスナップ撮影だけでなく、文化財写真の撮影ではあまりおこなわない手法にも
積極的に試みました。

― 様々な方法で撮影する。

作業風景などのスナップ写真は、状況が
次々と変化していくのでスピード感が求めら
れます。カメラの操作にあまり時間をかけ
ず、最高の瞬間を逃さないようにするため、
ピント合わせはオートフォーカスに設定し、
ブレないシャッタースピードに固定して撮影
をしました。また、人の撮影では、まばた
きの瞬間もあるので、基本的に 1つの作業
で 5カットほど撮影しました。【飯田】

スナップ撮影

スローシャッターによる撮影

左上：全体にピントがあっている写真

右上：背景をぼかした写真

左下：目線が追えない写真

右下：目線が追える写真

スタジオでの撮影（影あり）

魚眼レンズを使った撮影

スタジオでの撮影（影なし）

自然光を利用した撮影

写真を見た人に、メッセージを瞬
間的に伝えるため、背景のボケ感
を調整することで、写真の中で特
に注目して欲しい作業や人を際立
たせるようにしました。また、作業
中の研究員の撮影では、作業中
の真剣なまなざしや表情にフォー
カスし、研究への熱意やひたむき
な思いが伝わるように意識して撮
影しました。【小沼】

「文章ではなく写真で見せる」図録にするために、伝えたいメッ
セージや研究員のリアルな姿が、臨場感を持って届くような
構図を意識しながら撮影をおこないました。

― 写真の構図を検討する。
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図録に掲載する資料写真は、基本的にすべて新規で撮影をしました。使用する写真の雰囲気を合わせ、写真全体
に統一感を出すことで、図録の完成度を上げる狙いがありました。

― 統一感を出す。 スタジオでの撮影は、基本的には普段と同じ方法や機材で撮影をしました。強いて言うなら、
普段の俯瞰撮影は資料のみを切り抜いて使うことが前提の影無しの写真を撮影することが
多いのですが、今回は、小沼さんが資料の立体感や質感を自然な雰囲気で伝える写真を必
要としていると感じたので、影を生かした撮影をおこないました。
どの資料の撮影でも背景を白にしたことや、配置にこだわったことも統一感を出すうえで重要
なポイントであったと思います。特に骨などの出土資料や道具などを並べた写真では、小沼さ
んの完成イメージは、個々の資料をよく観察する写真ではなく、撮影対象の資料の一覧性が
高く、洗練された見せ方をした写真だと感じました。そこで、そのイメージを再現できるよう
に、俯瞰撮影や立面撮影など撮影方法を変えても、資料ごとの影の差が出ないような光の当
て方や、陰影が強すぎる写真にならないように意識しました。【飯田】

スタジオでの撮影（コマ撮り）

飯田さんと小沼さんが研究室の作業風景をたくさん撮影し
てくれていたため、写真をメインにした展覧会や図録をつく
ることができました。2人は「何か良いよね」や「これかわい
い」など、いつも楽しみながら撮影をしていました。特に写
真の構図や撮り方ついては、よく話し合いながら撮影をし
ており、2人にしかわからない意思疎通が瞬時になされ、ど
んどん撮影が進んでいきました。
今回、展覧会や図録で使った写真は、私にとってはあまり
に日常的すぎるので、正直、撮影時にはなぜここを撮影す
るのか不思議に思ったり、本当におもしろいのか心配でし
た。しかし、展覧会の感想で写真の評判がとても良く、「研
究員がおもしろいと思うこと」と「来館者がおもしろいと思
うこと」のズレを繋ぐような、新鮮で客観的な視点がとても
大切なのだということを改めて気づかされました。【山﨑】
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